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シワのサイエンス～成因から改善アプローチまで～

サンスクリーン製品によるシワの予防
松 江 浩 二

The Prevention of the Wrinkles by the Sunscreen Product

Kohji MATSUE

Abstract
The protection against both of UVA and UVB is necessary for the prevention of the wrinkles of the photoaging. And, 

the always UV protection is also necessary for the prevention of photoaging. When we consider the UV protection on daily 
life, the protection against UVA is very important. We should develop the sunscreen formulation which has higher protection 
against UVA and which can be used habitually and easy. And then, we tell the information of ultraviolet radiation and the ap-
propriate usage of the sunscreen product to consumers.
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1.　緒　　　言

「自然老化」とは，加齢による細胞機能や新陳代謝の
低下によって，皮膚の細胞や構成成分に少しずつダメー
ジが蓄積して現れる現象のことを言う。これに対し「光
老化」とは，紫外線を長期間にわたって浴び続けること
によって自然老化の進行が加速させられ，より深刻な状
態になったものである。露光部である顔面に現れるシワ
は，光老化によるものとして語られることが多く，これ
の予防には紫外線防御が非常に重要なものとなる。
本稿では香粧品学会サンスクリーン機能評価専門委員
会での検討と，その後の動向を踏まえ，シワの予防を期
待できるサンスクリーン製品について考察する。

2.　サンスクリーンに標榜できる効能

現在の日本において，サンスクリーン製品に認められ
ている効能表現としては，薬事法的には「日やけを防
ぐ」，「日やけによるシミ，ソバカスを防ぐ」の二つが該
当する。さらに，業界の自主基準である SPFと PAの表
示も可能である。

SPFとは“Sun Protection Factor”の略で，紅斑（紫外
線によって皮膚が赤く炎症を起こした状態）の防止効果
の程度を数値で示すものである。皮膚の紅斑は，主とし
て UVB（280～320 nm）によって引き起こされるため，
SPFは UVBの防止効果を表していると言える。具体的
には紫外線を照射し，16～24時間後に皮膚が紅斑を起
こすのに必要な最小の紫外線量を MED（Minimal Ery-

thema Dose：最小紅斑量）と言い，製品を塗布したとき
の皮膚におけるMEDが，製品を塗布しない皮膚におけ
るMEDの何倍に当たるかを示したものが SPFである。

PAは“Protection grade of UVA”の略で，持続型即時
黒化を指標とした UVA（320～400 nm）の防止効果を示
すものである。UVAを照射し，2～24時間後に皮膚が
黒化を起こすのに必要な最小の UVA量のことを
MPPDD（Minimal Persistent Pigment Darkening Dose： 最
小持続型即時黒化量）と言い，ある製品を塗布したとき
の皮膚におけるMPPDDが，製品を塗布しない皮膚にお
けるMPPDDの何倍に当たるかを算出した値を UVAPF
と言う。得られた UVAPF値を Table 1に当てはめ，商
品には PA分類として表示できる。なお，2013年 1月か
らは，UVAPAが 16以上の場合は新たに「PA＋＋＋＋」
と表示できことになっている。
このように現在，日本市場のサンスクリーン製品にお
いては，紫外線を浴びた際に比較的即時的に起こる皮膚
トラブルの予防効果をうたうことができる。しかし，光
老化の防止のような，長期的な肌への影響に対する効果
は表示することができないのが現状である。にもかかわ
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Table 1.　The UVAPF value and the labeled PA grade.

UVAPF Protection grade

 2 or more but less than 4 PA+
 4 or more but less than 8 PA++
 8 or more but less than 16 PA+++
16 or more PA++++


